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表紙の写真
12月5日、多賀町総合福祉保

健センターふれあいの郷で『い

きいきライフ体験塾』が開催さ

れました。当日は110人が参加

され、自身の健康について考え

る場になりました。

（写真は参加者全員での健康ダ

ンス）

鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■今が旬ですね！
美しい！

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。
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マ
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24
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○
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○
○
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○
○
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。
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回
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○
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縦
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へ
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お
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よ
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俳
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歌
・
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ラ
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や
ご
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を
役
場
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画
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ま
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お
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だ
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Ｘ
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。
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締
め
切
り
は
平
成
17
年
１
月
10
日
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人
の

方
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表

は
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

多賀町 ひとの動き （平成16年11月末 現在）

世　　帯　　数 2,613世帯（＋5）

人　口
8,470人
（＋2人）

男　性 4,025人（＋5）

女　性 4,445人（－3）

編／集／後／記
今年もいろいろなことがありま

したs多くの台風が上陸したり

大きな地震が発生したり、復興

もできていない状況ですsま

た、子どもにかかわる事件も数

多く報道されましたs暗い話題

ばかり記憶に残っていますが、

来年はひとつでも多く明るい話

題があればと願っていますs1

年間広報をご愛読いただきあり

がとうございました。
kikaku@tagatown.jp （は）

①訪問販売などで、一定の期間

内であれば違約金なしで契約

解除ができる制度。

⑤立場。

⑥蛇。

⑨外出して家にいないこと。

⑪○○○○○←→干潮。

⑬神戸市南西部の海岸地。

⑭字を書く筆の運び方。

⑯○○○当千。

⑱エンジェル。

⑲鏡餅の上に載せることもあり

ます。

横のカギ

★多賀町ホームページでもご覧いただけます★

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ 

⑯ ⑰ ⑱ 

⑲ 

http://www.tagatown.jp/
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年末の
交通安全県民運動
12月11日（土）～12月31日（金）

年末は、飲酒の機会が多く

なるだけでなく、心理的な慌

ただしさや交通量の増加等か

ら、交通事故の多発が懸念さ

れます。このため、県民総ぐ

るみで、県民一人ひとりが交

通安全を意識し、正しい交通

ルールと交通マナーの実践を

習慣づけることにより、交通事

故防止の徹底を図りましょう。

運動の重点

・薄暮時間帯・夜間における

交通事故防止

・高齢者の交通事故防止

・シートベルトとチャイルドシ

ートの着用徹底

・飲酒運転等危険運転と携帯

電話等使用運転の追放

民生委員児童委員さん紹介
こうなっています町職員の給与など
昔の写真を集めています!
犬上田園マラソン大会
多 賀 町 通 学 合 宿
ふるさとクロスワードパズル
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町職員の給与について公表します。これは、町職員の給与の実態を知っていただき、
町政に対するより一層のご理解が得られるよう実施するものです。

1.人件費（普通会計決算）

区　分 人口（H16.3.31） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A）
15年度 8,531人 4,525,212千円 144,354千円 925,402千円 20.4%

（注）人件費には、給料と諸手当のほか共済費・退職手当組合納付金・災害補償基金納
付金などを含み、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2.職員給与費（普通会計予算）

区分 職員数（A）
給　　　与　　　費 一人あたり

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） 給与費（B/A）
16年度 116人 430,931千円 74,021千円 174,554千円 679,506千円 5,858千円

（注）給与費は、当初予算に計上された額です。

3.職員の平均給料月額および平均年齢
（平成16年4月1日現在）

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
多賀町 316,177円 40.16歳 267,058円 50.5歳
国 327,555円 40.20歳 283,384円 47.9歳

4.職員の初任給
（平成16年4月1日現在）

区　分 多賀町 国
決定初任給 採用2年経過給料額 決定初任給 採用2年経過給料額

一般行政職
大学卒 170,700円 184,400円 170,700円 184,400円
高校卒 134,400円 143,300円 134,400円 143,300円

（注）決定初任給の額は、学校卒業後直ちに採用された場合のものです。

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
（平成16年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般行政職 大学卒 252,500円 296,400円 335,900円

高校卒 205,700円 252,500円 296,400円
（注）経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後

の期間をいい、採用前に民間企業等の経歴のある場合は、その期間を職務に役立
つ度合いに応じて換算した期間を含みます。

6.一般行政職の級別職員数
（平成16年4月1日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計
標準的な 主事補・ 主事・ 主任主事・ 主任・ 係長 課長補佐 課長・ 課長
職務名称 技師補 技師 主任技師 係長 参事
職員数 0人 7人 16人 11人 10人 11人 12人 5人 72人
構成比 0.0% 9.7% 22.2% 15.3% 13.9% 15.3% 16.7% 6.9% 100%
1年前の
構成比

0.0% 11.0% 19.2% 13.7% 21.9% 15.0% 8.2% 11.0% 100%

3年前の
構成比

1.4% 12.2% 18.9% 17.5% 16.2% 16.2% 12.2% 5.4% 100%

（注）多賀町の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です。
標準的な職務名称とは、それぞれの級に該当する代表的な名称です。

7.職員手当
（平成16年12月1日現在）

区分 多賀町 国の制度との異同
（支給割合） 6月期 12月期 計 同じ
期末勤勉 1.40月分 1.60月分 3.0月分
勤勉手当 0.70月分 0.70月分 1.4月分
期末・勤勉 職務上の段階・職務の級等による加算措置あり。
退職手当　 滋賀県内43市町村の一部事務組合で組織する滋賀県市町村職員退職手当

組合の「滋賀県市町村職員の退職手当に関する条例」により支給されます。

（平成16年4月1日現在）
調整手当 支給対象 支給率 支給対象職員数 国の制度 支給対象職員
平成15年度 地域 （支給率） 1人あたり平均支給年額
普通会計決算 全域 2% 全職員 - 71,242円

特殊勤務手当 職員全体に占める 支給対象職員1人あたり 手当の種類
平成15年度

区分
手当支給職員の割合 平均支給年額 （手当数）

普通会計決算 全職種 - - 4

普通会計決算 平成15年度 平成14年度
時間外勤務手当 支給総額 18,444千円 15,863千円

職員一人あたり支給年額 224,927円 193,451円

区分 多賀町の内容（月額） 国の制度との異同
配偶者 13,500円
扶養家族（2人まで） 6,000円

扶養手当
（配偶者が扶養家族でない場合の1人目 6,500円）

同じ
配偶者がいない場合　扶養親族1人 11,000円
その他（3人目以降） 5,000円
（満16歳になる年度から満22歳になる年度まで 5,000円加算）
借家・借間（最高限度） 27,000円

住居手当 持ち家 同じ
新築・購入後5年間 2,500円

通勤手当
交通機関使用（最高限度額） 55,000円

同じ
自動車・バイク等使用者　通勤距離に応じて 2,000円～24,500円

8.特別職の報酬等
（平成16年12月1日現在）

区　　　　　分 給料・報酬月額 期末手当
町長 729,000円 6月期　1.60月分

給料 助役 626,000円 12月期　1.70月分
計3.3月分

収入役 582,000円
議長 296,000円

6月期　1.60月分
報酬

副議長 217,000円
12月期　1.70月分

計3.3月分
議員（委員長） 193,000円
議員 188,000円

9.部門別職員数
（平成16年4月1日現在）

部　　　　　　　　　門 平成15年度 平成16年度 増減数
一 般 行 政 議会 2 2 0

総務 20 19 △1
税務 5 5 0
農水 6 6 0
商工 1 1 0
土木 7 7 0
民生 36 36 0
衛生 5 5 0
小計 82 81 △1

特 別 行 政 教育 30 30 0
普　通　会　計　計 112 111 △1
公営企業等 水道 4 4 0

下水道 5 5 0
その他 3 3 0
小計 12 12 0

総　合　計 124 123 △1

※職員数は一般職に属する職員数です。地方公務員法の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時、非常勤職員は除いています。

10.職種別の職員構成
（平成16年4月1日現在）

一般行政職　72人 事務または技術部門の業務に従事して
いる職員のうち、「技能労務職」また
は「その他の職種」のいずれにも該当
しない職種。

一般職員数　123人
技能労務職　13人 現業部門の業務（給食調理師等）に従

事している職員
その他の職種　38人 企業職、税務職、福祉職（保育士）、

教育職（幼稚園教諭）、保健師

参
考

こうなっています
町職員の給与など

期
末
勤
勉

｝

｝

保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

ま
ず
は
、
日
常
生
活
で
も
っ
と
歩
こ
う
！

『
三
日
坊
主
』の
く
り
返
し
で
も
O
K

「
運
動
せ
ん
と
」「
歩
か
ん
と
」
と
意
識
し
す
ぎ

る
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
続
か
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
毎
日
歩
け
な
く
て
も
、
三
日
坊
主
の
く

り
返
し
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
歩
く
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
症
状
に
関
す
る
問
題
と
し
て

「
余
分
な
脂
肪
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

食
事
な
ど
で
摂
っ
た
食
べ
物
は
、
直
接
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
以
外
は
、
身
体
の
中
で
脂
肪
に
変
化
し

て
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
蓄
積
が
必
要
以
上
に
な

る
と
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
や
内
臓
へ
の

脂
肪
沈
着
と
い
っ
た
事
態
を
招
き
、
こ
れ
ら
が
い
ろ

い
ろ
と
症
状
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
脂
肪
細
胞
の
燃
焼
を
促
す
こ
と
が
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
「
身
体
へ
の
負
担
が
少

な
い
有
酸
素
運
動
」
と
言
う
点
で
大
変
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

身
体
の
中
で
、
糖
や
脂
肪
を
燃
焼
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
す
る
時
に
は
酸
素
が
必
要
と
な
り
、
糖
が

脂
肪
よ
り
先
に
燃
焼
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
を
燃
焼
す
る
に
は
20

分
以
上
の
有
酸
素
運
動
が
必
要
と
言
わ
れ
、
そ

の
意
味
で
も
20
分
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
最
適
な
運
動
と
言
え
ま
す
。

歩
け
ば
こ
ん
な
に
健
康
に
！

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
身
体
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
）

¡

肥
満
の
予
防

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
、体
脂
肪
を
燃
焼
す
る

¡

ス
ト
レ
ス
解
消

血
液
循
環
が
良
く
な
り
脳
に
刺
激
を
与
え
、

自
律
神
経
が
安
定
す
る

¡

心
肺
機
能
の
向
上

酸
素
の
摂
取
量
が
増
え
、
心
肺
機
能
が
高
ま
る

¡

高
脂
血
症
予
防

中
性
脂
肪
が
減
り
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
増
え
る
の
で
、
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に

¡

血
圧
の
安
定

血
行
が
よ
く
な
っ
て
、
血
圧
が
安
定
す
る

¡

糖
尿
病
予
防

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
く
な
り
、
血
糖

値
が
下
が
る

¡

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

適
度
な
刺
激
が
骨
に
加
わ
り
、
骨
を
強
化
す
る

¡

腰
痛
予
防

脚
や
腰
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
、
腰
痛
を
予
防

で
き
る

¡

便
秘
予
防

¡

老
化
予
防
（
痴
ほ
う
）

12月1日付けで改選されました!

民生委員児童委員さんを
紹介します

担　当　区 名　　　前 担　当　区 名　　　前

多　　　賀 中野　道子 中　川　原 野村　清嗣

多　　　賀 三木きみ江 木曽・脇ヶ畑 山口榮美子

多　　　賀 三和　久義 河内・霊仙 藤本　長雄

多　　　賀 辰巳　榮一 山口　節子

多　　　賀 壷田多一郎 川　　　相 森　　清美

尼　　　子 岸邉　豊子 一ノ瀬・仏ヶ後 棚池　康男

猿　　　木 若林　成欣 藤　　　瀬 城貝　淳子

敏　満　寺 矢守　敏子 富之尾・楢崎 坂上　法子

敏　満　寺 岸口　弘幸 萱　　　原 平塚　正枝

土　　　田 土田　 志 大杉・樋田 田中喜久子

四　　　手 近藤　一郎 小原・霜ヶ原 辻田四郎行

大岡・八重練 吉田　 蔵 佐　　　目 小西　弘子

久　　　徳 小財　豊信 南　後　谷 豊原　京子

久　　　徳 夏原　一義 大 君 ヶ 畑 中居捨喜智

月　之　木 田中　弘男 全区 主任児童委員 山本　房子

栗　　　栖 堂　美智子 全区 主任児童委員 藤谷　啓子

一　　　円 宮下　勇三
（敬称略）

任期のはじめにあたって
多賀町民生委員児童委員協議会　会長野村　清嗣

平成16年12月1日から3年間、民生委員児童委員、

主任児童委員として厚生労働大臣・県知事から委嘱を

受け、おのおのの地域で福祉活動に専念することにな

りました。

近年、社会福祉の分野でも大きな変革の時期を迎え、

特に地域福祉に関わる問題はますます多様化してきて

います。こうした中、地域のネットワークづくりを基

盤とし、だれもが住みなれた地域社会で安心して、自

立した生活がおくれるよう常に住民の皆さんの立場に

立って相談・支援活動に取り組み、住民の皆さまの信

頼と期待に応えられるよう、研
けん

鑽
さ ん

に努める所存です。

町民の皆さまのご協力・ご理解をお願い申し上げます。

黄 廣 

黄 廣 

甲頭倉・屏風・後谷・
水谷・向之倉・桃原
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多賀の自然と文化の館 

情報BOX博物館
 

博物館
 

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

昔
の
写
真
を
集
め
て
い
ま
す
！

来
年
の
2
月
に
企
画
展
『
多
賀
の
む
か
し

の
写
真
展
』
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

つ
い
最
近
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
昭
和
30

年
代
以
前
の
時
期
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
も
っ
と
古
い
明
治
・
大
正
時
代

の
写
真
で
も
結
構
で
す
。
風
景
や
く
ら
し
を

中
心
に
、
行
事
や
記
念
写
真
な
ど
も
集
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
公
開
に
つ
い
て
ご
了
解
い
た

だ
け
る
こ

と
を
前
提

に
し
て
お

り
ま
す
。

写
真
は

ネ
ガ
で
も

紙
焼
き

（
プ
リ
ン

ト
し
た
も

の
）
で
も

結
構
で
す
。
お
預
か
り
し
た
も
の
は
、
現
像

も
し
く
は
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

と
し
て
資
料
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
返
却
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
博
物
館
へ
郵

送
も
し
く
は
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
写
真
説
明
と

し
て
撮
影
年
月
日
（
正
確
な
も
の
で
な
く
て

よ
い
で
す
。）、
内
容
（
場
所
や
被
写
体
の
説

明
な
ど
）
も
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。

も
う
今
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
私
た
ち
の

く
ら
し
を
写
真
資
料
で
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
今
回
の
企
画
展
を
機
会
に
収
集
は
継
続

す
る
予
定
で
す
。

企
画
展

『
多
賀
の
む
か
し
の
写
真
展
』

期
間

平
成
17
年
2
月
5
日
〜
3
月
27
日

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
他

内
容

写
真
で
昔
の
風
土
や
く
ら
し
を
紹
介

す
る
展
示
で
す
。

多
賀
町
の
城
―
楢
崎
氏
館
跡
―

楢
崎
氏
館
跡
は
、
高
源
寺
（
楢
崎
所
在
）

の
北
側
（
山
裾
の
微
高
地
）
で
発
掘
調
査
に

よ
り
発
見
さ
れ
た
館
跡
で
、
背
後
に
山
を
ひ

か
え
前
面
を
堀
で
囲
む
館
跡
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
楢
崎
氏
は
文
献
か
ら
楢
崎
を
拠
点
に

活
躍
し
て
い
た
こ
と
記
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉

時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
佐
々
木
氏
の

軍
事
部
門
の
有
力
者
で
し
た
。
し
か
し
、
戦

国
末
期
に
六
角
氏
の
没
落
と
と
も
に
別
の
地

へ
移
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
さ
れ
た
館
跡
は
幅
2
・
4
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
1
・
2
メ
ー
ト
ル
の
堀
を
め
ぐ
ら

し
、堀
の
内
側
に
板
塀
や
柵
列
な
ど
で
囲
い
、

そ
の
な
か
に
井
戸
や
建
物
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
屋
敷
地
の
中
に
は

池
状
遺
構
（
庭
園
？
）
や
墓
地
も
発
見
さ
れ
、

軍
事
的
機
能
の
み
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
深
い
発
見

と
な
り
ま
し
た
。

楢
崎
氏
館
跡
の
目
と
鼻
の
先
に
は
京
極

佐
々
木
道
誉
が
勝
楽
寺
に
山
城
や
館
を
築
い

て
お
り
、
当
地
が
軍
事
拠
点
と
し
て
重
要
な
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文化財 
センター通信 

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
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図書館 
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

2005 年　 1月 

日 月 火 水 木 金 土 

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23

30 31

24 25 26 27 28 29

1

2005 年　 2月 

日 月 火 水 木 金 土 

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

1 2 3 4 5

…休館日 

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
25
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容

『
ド
ラ
え
も
ん
〜
の
び
太
と
夢
幻
三

剣
士
〜
』（
藤
子
･
F
･
不
二
雄
原
作
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
17
年
1
月
8
日
（土）
、同
15
日
（土）
、

同
22
日
（土）

い
ず
れ
も
15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

新
春
年
賀
状
展

恒
例
の
多
賀
大
社
と
の
共
催
の
巡
回
年
賀

状
展
で
す
。

期
間

平
成
17
年
1
月
8
日
（土）
〜
同
23
日
（日）

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
　
ホ
ー
ル

新
し
い
教
科
書
展

平
成
17
年
度
に
全
国
で
使
用
さ
れ
る
い
ろ

ん
な
教
科
書
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間

平
成
17
年
1
月
8
日
（土）
〜
同
23
日
（日）

場
所

対
面
朗
読
室

春
を
よ
ぶ
箏
の
調
べ

―
親
子
で
楽
し
む
箏
の
コ
ン
サ
ー
ト
―

箏
、
十
二
弦
、
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
や
影
絵

な
ど
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら
大
人
の
方
々
ま
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

演
奏
会
の
後
、
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
箏
を

弾
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時

平
成
17
年
1
月
16
日
（日）

14
時
30
分

開
演

場
所

2
階
大
会
議
室

出
演

美
音
の
会

新
春
お
茶
会

先
着
30
人
に
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
箏
の
調
べ
の
前
に
い
か
が
で
す
か
。

日
時

1
月
16
日
（日）

13
時
30
分
〜

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
　
ホ
ー
ル

点
前

川
本
　
宗
恭
さ
ん

地
域
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、

こ
の
地
に
は
大
規
模
な
古
墳
群
が
築
か
れ
て

い
る
こ
と

も
注
意
さ

れ
ま
す
。

そ
の
背
景

に
は
こ
の

地
域
が
、

犬
上
川
が

平
野
部
へ

注
ぐ
入
口

部
分
に
あ

た
る
こ
と

が
大
き
な

要
因
の
一

つ
で
あ
る

と
考
え
ら

れ
ま
す
。

■ 広報 2004年12月号

▲楢崎氏館跡航空写真 ▲発掘された堀 ▲楢崎氏館跡位置図

▲撮影年月／不明　内容／不詳。字土田のお祭り？
中居英継さん所蔵

▲昭和30年代後半の杉村の風景
中居英継さん所蔵

▲撮影年月／不明　多賀大社で行われた仮装大会？
中居英継さん所蔵



多
賀
町
通
学
合
宿
（
第
2
・
3
弾
）

多
賀
小
学
区

11
月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
、
中
央
公
民
館

で
通
学
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
4
・
5
年
生

24
人
の
参
加
者
が
、
カ
レ
ー
作
り
や
布
団
敷

き
な
ど
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は
で
き
る
だ
け

自
分
で
す
る
と
い
う
目
標
の
も
と
グ
ル
ー
プ

の
友
達
と
力
を
合
わ
せ
て
生
活
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
は
中
学
生
に
よ
る
楽
し
い
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
持
っ
て
き
た
ウ
ノ
や
ト
ラ

ン
プ
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

学
年
男
女
を
越
え
、
仲
良
く
な
っ
た
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
多
く
の
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き

〝
地

　

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
〞
　

す
ば
ら
し
い

実
践
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ

11
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
天
究
館
で
、
ア

ス
ト
ロ
ク
ラ
ブ
の
通
学
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
員
15
人
の
参
加
で
、
夜
や
自
由

時
間
に
は
、「
星
の
観
察
」「
仲
良
く
な
る
ゲ

ー
ム
」「
す
ご
ろ
く
つ
く
り
」「
ガ
ラ
ス
工
作
」

な
ど
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
布
団
を
敷
く
時
に
は
、
高
学
年
の
子

が
、
1
、
2
年
生
の
友
達
を
手
伝
っ
て
あ
げ

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
合
宿
の
ま
と
め
つ
く
り
で
は
、
グ

ル
ー
プ
の
み
ん
な
が
協
力
し
て
作
業
を
進

め
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
金
曜
日
の
朝
は
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨

の
中
を
歩
い
て
集
団
登
校
し
ま
し
た
。
遠
い

道
の
り
で
し
た
が
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
歩

き
ま
し
た
。
友
達
の
輪
が
広
が
る
よ
い
体
験

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
た

ち
に
よ
る
手
作
り
カ
レ
ー
の
お
昼
ご
飯
も
最

高
で
し
た
。

第
36
回
多
賀
町

青
少
年
育
成
大
会
が
開
催

第
36
回
多
賀
町
青
少
年
育
成
大
会
は
、
11

月
23
日
中
央
公
民
館
で
、
2
5
0
人
の
参
加

者
の
も
と
多
賀
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

始
ま
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

顕
彰

個
人
の
部

善
行
表
彰
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
活
躍

さ
れ
た
3
人
と
指
導
者
表
彰
と
し
て
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
指
導
員
で
活
躍
さ
れ
た
1
人
の

方
の
業
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

岸
邉
　
晃
希
さ
ん
（
野
球
競
技
活
動
）

O
橋
　
克
侍
さ
ん
（
柔
道
競
技
活
動
）

川
岸
祐
佳
利
さ
ん
（
柔
道
競
技
活
動
）

古
野
　
宗
俊
さ
ん
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
活
動
）

団
体
の
部

■
多
賀
中
学
校
野
球
部

日
々
練
習
に
励
み
、
第
57
回
滋
賀
県
中

学
校
夏
季
総
体
軟
式
野
球
の
部
3
位
、
第

34
回
中
日
本
地
区
選
抜
軟
式
野
球
大
会
出

場
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
業
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

■
久
徳
青
空
子
ど
も
会

長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
会
の
自
主
活
動

に
取
り
組
み
、特
に
平
成
14
年
度
か
ら
は
、

学
校
週
5
日
制
の
実
施
に
あ
た
り
地
域
公

民
館
土
曜
会
館
事
業
を
行
い
、
地
域
で
青

少
年
を
豊
か
に
育
ん
で
こ
ら
れ
た
業
績
を

た
た
え
ま
し
た
。

■
多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

全
国
レ
ベ
ル
の
高
い
技
術
と
強
い
精
神

力
を
備
え
、
高
円
宮
賜
杯
第
24
回
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
準
優
勝
と

い
う
成
績
を
残
し
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

青
少
年
の
主
張
発
表

一
之
瀬
愛
美
さ
ん
（
多
賀
小
6
年
）、
神
鳥

祐
馬
さ
ん
（
多
賀
小
6
年
）、
前
川
智
美
さ
ん

（
多
賀
小
6
年
）、
久
保
田
崇
仁
さ
ん
（
大
滝

小
6
年
）、
安
田
舞
子
さ
ん
（
多
賀
中
1
年
）、

木
下
望
さ
ん
（
多
賀
中
3
年
）
が
、
家
族
に
対

す
る
私
の
思
い
、
地
域
で
の
体
験
に
つ
い
て

の
感
想
な
ど
、
堂
々
と
主
張
し
ま
し
た
。

講
　
演

上
武
大
学
助
教
授
駅
伝
部
監
督
の
花
田
勝

彦
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
私
と
陸
上
競
技
」

と
題
し
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
田
先
生
は
、
県
立
彦
根
東
高
等
学
校
・

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
ヱ
ス
ビ
ー
食
品
㈱
に

進
ま
れ
ア
ト
ラ
ン
タ
・
シ
ド
ニ
ー
両
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
上

武
大
学
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。「
自
分
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
や
り
た

い
こ
と
を
見
つ
け
、
目
標
を
持
っ
て
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

そ
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
熱
く
語
り
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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〝
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
！
〞と
思
っ

て
も
、
そ
の
道
具
や
仲
間
な
ど
、
準
備
の
段

階
で
意
気
込
み
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
歩
き
や
す
い
シ

ュ
ー
ズ
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

☆
歩
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
☆

【
頭
】
軽
く
あ
ご
を
引
き
視
線
は
正
面
か
ら
遠

く
へ
む
け
る
。

【
肩
】
両
肩
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
を
水
平
に
し
、
背

筋
を
の
ば
す
。

【
胸
】
有
酸
素
運
動
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
な
呼
吸

が
で
き
る
よ
う
、
軽
く
胸
を
張
る
。

【
腕
】
手
は
軽
く
握
り
肘
を
直
角
に
曲
げ
進
行

方
向
に
向
か
っ
て
前
後
に
振
る
。

【
腰
】
高
い
位
置
に
お
き
、
足
を
前
方
に
出
し

や
す
く
す
る
。

【
足
】
前
方
へ
出
る
足
の
膝
は
ま
っ
す
ぐ
伸
ば

し
後
方
の
足
は
つ
ま
先
で
軽
く
地
面
を

け
る
。
こ
の
時
無
理
に
大
き
く
広
げ
よ

う
と
せ
ず
、
最
適
な
歩
幅
を
把
握
し
て

歩
く
。

年
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
の
解
消
だ
け
で
な

く
病
気
の
予
防
・
治
療
に
も
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

第
33
回
犬
上
郡
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

11
月
14
日
、
甲
良
中
学
校
体
育
館
で
郡
内

の
6
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

多
賀
町
か
ら
は
中
川
原
チ
ー
ム
が
出
場
、
健

闘
さ
れ
ま
し
た
。

☆
優
　
勝
　
ソ
レ
イ
ユ
（
豊
郷
町
）

☆
準
優
勝
　
中
川
原
チ
ー
ム
（
多
賀
町
）

犬
上
田
園
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
月
28
日
、
豊
郷
町
『
豊
栄

の
さ
と
』
周
辺
を
か
け
抜
け
る

第
23
回
犬
上
田
園
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
賀
町
か
ら

は
小
学
生
か
ら
一
般
の
マ
ラ
ソ

ン
愛
好
者
の
方
々
が
多
数
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
競
技

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
楽
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
エ
ン
ジ
ョ

イ
コ
ー
ス
も
あ
り
、
家
族
で
楽

し
く
走
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
ゴ
ー
ル
の
後
の
お
い
し
い

豚
汁
も
大
変
好
評
で
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
3
㎞
　
小
学
生
　
男
子

優
勝
　
片
岡
　
　
敦
（
多
賀
町
）

２
位
　
加
藤
　
　
剛
（
豊
郷
町
）

３
位
　
高
橋
　
優
希
（
甲
良
町
）

＊
3
㎞
　
小
学
生
　
女
子

優
勝
　
富
永
　
真
衣
（
近
江
八
幡
市

）

２
位
　
北
川
　
友
香
（
多
賀
町
）

３
位
　
久
木
　
美
穂
（
豊
郷
町
）

＊
5
㎞
　
中
・
高
・
一
般
　
男
子

優
勝
　
川
口
　
　
学
（
栗
東
市
）

２
位
　
谷
本
　
賢
治
（
坂
田
郡
）

３
位
　
大
島
　
有
平
（
彦
根
市
）

＊
5
㎞
　
中
・
高
・
一
般
　
女
子

優
勝
　
本
田
　
千
尋
（
豊
郷
町
）

２
位
　
山
口
真
理
子
（
彦
根
市
）

３
位
　
岩
田
美
代
子
（
愛
知
県
）

＊
10
㎞
　
高
・
一
般
　
男
子

優
勝
　
小
林
　
　
太
（
甲
良
町
）

２
位
　
高
須
　
俊
介
（
草
津
市
）

３
位
　
本
田
　
洋
尭
（
豊
郷
町
）

＊
10
㎞
　
高
・
一
般
　
女
子

優
勝
　
北
川
　
福
子
（
豊
郷
町
）

２
位
　
村
上
　
憲
衣
（
彦
根
市
）

３
位
　
藤
野
　
直
美
（
彦
根
市
）

（
敬
称
略
）

巡
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

11
月
6
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
巡

回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
･
中
学
生
を
は
じ
め
30
人
の
方
々
の
参
加

を
得
て
、
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
、
バ
ン
ブ
ー

ダ
ン
ス
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど
2
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
お
な
じ
み
の
シ
ッ
テ

ィ
ン
グ
バ
レ
ー
は
、
良
く
知
っ
て
い
る
は
ず
の

競
技
で
す
が
座
っ
た
ま
ま
で
と
い
う
制
限
を

受
け
て
行
う
こ
と
で
、
思
う
よ
う
に
動
け
な

い
自
分
に
も
ど
か
し
そ
う
で
し
た
。
そ
の
後

の
競
技
で
は
、

お
も
い
き
り
身

体
を
動
か
し
て

い
た
だ
き
、
い

い
汗
を
か
い
て

大
人
も
子
ど
も

も
真
剣
に
楽
し

ん
だ
秋
の
ひ
と

時
で
し
た
。

次
回
は
3
月

初
旬
に
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館

で
屋
内
エ
ン
ジ

ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ま

ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

ん
ば
ら
わ
か
の
指
体
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お問い合わせ先
B&G多賀海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

い
く
せ
い
★

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

▲シッティングバレー

▲3km女子とエンジョイスタート♪

▲車いすの松居さん、今年は
5kmコースで完走!!

▲小学生3kmコースで、みごと
優勝の片岡敦くん（多賀町）

▲バンブーダンス

▲アストロすごろくを作ったよ
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電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp 総務課

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１６
年
度
防
火
標
語

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線明

あ

日
す

にかける詩
う た

わ
た
し
と
い
う
い
の
ち

じ
ぶ
ん
が

い
く
つ
も
の
い
の
ち
と
つ
な
が
っ
た

ひ
と
つ
の
い
の
ち
な
ん
だ
っ
て

思
っ
た
こ
と
は
あ
る
？

お
母
さ
ん
の
い
の
ち
が
あ
っ
て

お
父
さ
ん
の
い
の
ち
が
あ
っ
て

二
つ
の
い
の
ち
が
む
す
ば
れ
て

わ
た
し
と
い
う
い
の
ち
が
今
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
っ
て

そ
の
ひ
と
つ
の
い
の
ち
が

ご
飯
を
食
べ
た
り

空
気
を
吸
っ
た
り

お
し
っ
こ
を
し
た
り

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

泣
い
た
り
　
笑
っ
た
り

こ
ろ
ん
だ
り

走
っ
た
り
し
て
い
る
ん
だ
っ
て

遠
い
昔
の
人
間
の
い
の
ち
か
ら

い
く
つ
も
の
人
間
の
い
の
ち
が
む
す
ば
れ
て

わ
た
し
に
ま
で

い
の
ち
の
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
て
き
た
ん
だ
っ
て

だ
か
ら

ひ
と
つ
の
い
の
ち
が
失
わ
れ
た
ら

い
く
つ
も
の
い
の
ち
が
か
な
し
む
ん
だ
っ
て

い
く
つ
も
の
い
の
ち
が
重
な
っ
て
、
一
つ
の
い
の
ち
が
誕
生
す
る
。

そ
ん
な
、
い
の
ち
の
尊
さ
の
意
味
を
大
切
な
人
と
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

岩
川
直
樹
・
文
「
人
権
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
1
じ
ぶ
ん
を
大
切
に
」
か
ら

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
安
全
な
取
り
扱
い

寒
い
季
節
を
迎
え
、
ご
家
庭
や
職
場
で
石
油

ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用
さ
れ
る
機
会

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
灯
油
・
ガ
ス
・
電
気
を
使
用
し
た

暖
房
器
具
の
注
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

灯
油
を
使
用
し
た
暖
房
器
具

皆
さ
ん
に
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
給

油
す
る
時
や
移
動
さ
せ
る
時
は
必
ず
火
を
消
し

て
か
ら
行
う
こ
と
で
す
。
火
を
消
さ
ず
に
給
油
し

て
、
灯
油
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
り
入
れ
す
ぎ
て

あ
ふ
れ
て
し
ま
っ
た
灯
油
に
引
火
し
て
出
火
し
た

り
、
ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に
給
油
す
る

場
合
で
は
、
ふ
た
が
は
ず
れ
、
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に

引
火
す
る
と
い
っ
た
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
を
使
用
し
た
暖
房
器
具
ガ
ス
を
使
用
し

た
暖
房
器
具
の
代
表
的
な
も
の
に
ガ
ス
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
を
使
用
す
る
暖
房
器
具
で
の
考
え
ら
れ

る
危
険
は
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
ひ
び
割
れ
や
接
続

不
良
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ガ
ス
漏
れ
が
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
は
、
酸
欠
の
症
状

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
も
っ
と
も
怖
い
の
が
引

火
し
て
爆
発
、
出
火
と
い
っ
た
危
険
が
あ
り
ま

す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
シ
ー
ズ
ン
前
に
、

ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
ひ
び
割
れ
な
ど
し
て
い
な
い
か

を
確
認
し
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が
し
っ
か
り
と
接
続

さ
れ
て
い
る
か
シ
ー
ズ
ン
中
に
も
週
に
一
度

は
、
点
検
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
気
を
使
用
し
た
暖
房
器
具

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
シ
ー
ズ
ン
始
め
に
は
、

電
熱
部
分
に
ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
使
用
す
る
前
に
は
掃
除
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
そ
の
手
軽
さ
か
ら
持
ち

運
び
や
す
い
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
抜
き
差
し

が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
度
も
抜
き
差

し
を
す
る
際
、
コ
ー
ド
を
持
っ
て
抜
く
こ
と
が

習
慣
に
な
っ
て
い
る
と
取
り
付
け
部
分
が
緩
ん

だ
り
、
よ
り
線
の
一
部
が
切
れ
て
熱
を
持
ち
出

火
し
た
り
、
ま
た
、
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使

用
し
た
り
延
長
コ
ー
ド
を
完
全
に
延
ば
さ
ず
に

使
用
す
る
と
、
熱
を
持
ち
出
火
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
古
い
器
具
は
故
障
が
多
く
な

り
出
火
危
険
も
多
く
な
る
た
め
、「
お
か
し
い

な
」
と
感
じ
た
ら
点
検
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
暖
房
器
具
に
共
通
す
る
注

意
事
項
を
説
明
し
ま
す
。

◎
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
を
洗
濯
物
等
の
乾

燥
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

◎
暖
房
器
具
の
周
囲
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
。

◎
子
ど
も
の
火
遊
び
や
、
火
傷
に
も
注
意
す
る

こ
と

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
の
ほ
と
ん
ど
が
取
り

扱
い
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
暖
房
器

具
を
使
用
さ
れ
る
時
は
注
意
点
を
忘
れ
ず
に
日

ご
ろ
か
ら
火
災
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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かぜの季節がやってきました。
手洗い、うがいを励行し寒さに負
けない強い体をつくりましょう！

児　童　館
㈲3－3962 （電）48－1800

開 館 日 火～日曜日（ただし、祝祭日・年末年始休館）
開館時間 9：00～17：00
子育てサークル　パオパオの活動日

毎週木曜日　　10：00～12：00
第2木曜日は　図書館でのお話会に参加

会　　費 1人　1回　50円
1月下旬　鬼のお面つくり
詳しくは、児童館・図書館に掲示されているポスタ

ーをご覧ください。

保育園・幼稚園
★ふれあい幼稚園（多賀）
平成17年1月12日（水） お正月あそびをしよう

★ふれあい幼稚園（大滝）
平成17年1月14日（金） バルーンアート

★幼稚園サークル活動（大滝）
12月20日（月） 英語であそぼう（おおたきッズ）

★保育園地域活動事業
12月22日（水） X’マス会（開始時刻等は各保

育園にお尋ねください）

在宅のお子さん、保護者の方（祖父母さん）と一緒
に来てくださるのをお待ちしています。

ひとりで悩んでいませんか？
困ったこと、悩んでいること、思い切って電話してみませんか？

●彦根子ども家庭相談センター
彦根市小泉町　（電）24－3741
子どもに関するあらゆる相談
女性に対する暴力に関する相談

●湖東子ども家庭相談室
彦根市和田町　（電）21－0283
育児不安や子育て・
いじめや不登校に関する相談

●こころんだいやる
滋賀県青少年・子ども電話総合相談室
（電）077－516－2233
（電）077－516－2255
子育てなど子どもに関するあらゆる相談

子育て支援センター
㈲2－1025 （電）48－1025

★にっこり広場
月曜日～金曜日　9：00～12：00

★園庭開放
土曜日 9：00～12：00

★ペンギン広場
平成17年1月19日（水）

（11月号のお知らせ日と変更になっています）
10：00～11：00

★カンガルー広場
平成17年1月26日（水）
10：00～11：00

★子育て相談
電話や面接・来館によりご相談ください
子育てのことを中心に、いろんなこと一緒にお話
しませんか。

「しかる」を考える
最近、子どものしかり方がわからないという大人が

増えています。「ほめて育てる」だけでは子どもは伸び
ないのです。きちんとしかって危険な行為を正すべき
だという判断は、実はほめる以上に、その子のことを
考え想っている結果といえます。
「相手の気持ちに寄り添って」「一人ひとりの想いを大
切に」と、子どもと向き合うための考え方はプラス思
考のものが多くいかにも正しそうです。しかし、ただ
たんにすべてを受け入れることをよしとして、子ども
の言いなりになったりしていないでしょうか。今あえ
て「しかる」というマイナスとも取られる視点から、
子どもとの向き合い方を考えてみると、子どもとのか
かわりにおける根本的に大事なことに気づかされるよ
うです。
一人の人間として相手に向き合うことは時に、争い

を避けられないことがあります。しかしそれは、わか
り合いたいからこそ、伝え合いたいからこそ起こるこ
とでしょう。そんな真

しん

摯
し

な態度を忘れずに、真正面か
ら向き合ってはいかがでしょうか。

ここは町内の子どもたちに関わる情報を提供するページ
です。保育園や幼稚園などの公共の施設に限らず、自主サ
ークルなどからの情報も掲載できればいいなと思っていま
す。どうぞ、支援センターへお知らせください。
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（有）2-3741 （電）48-8123
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多
賀
幼
稚
園
･
大
滝
幼
稚
園
の

保
育
時
間
を
延
長
し
ま
す

平
成
17
年
度
か
ら
、
町
立
多
賀
幼
稚
園
と

大
滝
幼
稚
園
の
保
育
時
間
に
つ
い
て
、
近
隣

市
町
の
保
育
時
間
を
考
慮
し
、
現
在
の
保
育

時
間
を
30
分
延
長
し
、
8
時
30
分
〜
14
時
と

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
17
年
度
の
幼
稚
園
入
園
願
書

の
受
付
は
、
11
月
19
日
に
締
め
切
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
定
員
に
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
。
入

園
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
度

滋
賀
県
教
育
功
労
者
表
彰

―
中
野
教
育
委
員
長
授
賞
―

11
月
18
日
、
滋
賀
県
教
育
委
員
会
か
ら
、

県
内
に
お
い
て
永
く
教
育
の
向
上
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
た
人
物
に
対
し
て
授
与
さ
れ

る
滋
賀
県
教
育
功
労
者
表
彰
を
、
多
賀
町
の

中
野
幸
彦
教
育
委
員
長
が
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
教
育
委
員
長
は
、
昭
和
62
年
（
1
9

8
7
年
）
10
月
に
多
賀
町
の
教
育
委
員
に
就

任
さ
れ
、
現
在
18
年
目
を
迎
え
ら
れ
、
平
成

11
年
10
月
か
ら
教
育
委
員
長
に
就
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
滝
小
学
校
南
校
舎（
普
通
教
室
棟
）

大
規
模
改
造
工
事
終
了

子
ど
も
た
ち
の
教
室
（
普
通
教
室
棟
）
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
校
舎
内
は
、
木
の
ぬ

く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
暖
か
み
の
あ
る
内
装

で
す
。

「
多
賀
っ
子
フ
ェ
ス
タ
開
催
」

（
多
賀
小
学
校
）

12
月
1
日
多
賀
小
学
校
で
は
、
自
分
た
ち

の
学
習
成
果
の
発
表
や
作
品
の
展
示
を
子
ど

も
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
行
う
「
多
賀
っ
子

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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▲表彰を受ける、中野幸彦教育委員長

▲グラウンドから ▲廊下から

▲盲導犬クイズをしました ▲むかしの生活を体験しました

社会を明るくする運動

標 語
テーマ●「あいさつ」

「
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
気
持
ち
い
い
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
樋
栄
　
潤
樹

「
朝
起
き
て
　
口
に
す
る
の
は
　
あ
い
さ
つ
だ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
平
居
　
拓
帆

「
朝
の
声
　
す
っ
き
り
声
で
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
藤
木
　
拓
弥

「
あ
い
さ
つ
は
　
ど
ん
な
人
で
も
　
大
切
だ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
藤
本
　
千
里

「
お
は
よ
う
と
　
元
気
な
声
で
　
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
藤
原
江
里
子

「
こ
ん
に
ち
は
だ
れ
に
で
も
で
き
る
あ
い
さ
つ
だ
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
藤
川
　
智
幸

「
自
分
か
ら
し
よ
う
よ
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
古
川
　
　
陽

「
あ
い
さ
つ
は
　
仲
間
を
つ
く
る
　
あ
い
こ
と
ば
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
前
川
　
智
美

「
あ
い
さ
つ
は
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
あ
い
こ
と
ば
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
森
岡
　
千
尋

「
お
は
よ
う
は
　
み
ん
な
を
つ
な
ぐ
　
合
い
言
葉
」

多
賀
小
学
校
6
年
生
　
山
本
　
喜
樹

「
あ
い
さ
つ
は
　
え
が
お
で
　
言
お
う
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
棚
池
　
拓
也

「
あ
い
さ
つ
で
　
明
る
く
輝
く
　
心
の
闇
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
棚
池
　
奈
美

「
あ
い
さ
つ
は

こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ

あ
い
こ
と
ば
」

大
滝
小
学
校
6
年
生
　
田
中
　
良
樹

「
あ
い
さ
つ
は
　
友
達
に
な
る
　
き
っ
か
け
だ
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
岩
崎
　
大
輔

「
あ
い
さ
つ
は
　
人
と
人
と
の
　
合
い
言
葉
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
山
本
　
理
加

「
あ
い
さ
つ
は
　
い
つ
も
元
気
の
　
源
だ
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
山
本
　
千
紘

「
あ
い
さ
つ
で
　
み
ん
な
の
心
　
花
満
開
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
平
木
　
千
香

「
あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
が
大
事
　
そ
の
言
葉
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
西
村
　
永
子

「
あ
い
さ
つ
を
　
元
気
に
し
よ
う
　
こ
ん
に
ち
は
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
一
圓
　
文
子

「
あ
い
さ
つ
は
　
人
と
人
の
　
マ
ナ
ー
で
す
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
水
長
　
沙
月

「
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
と
と
て
も
気
分
が
い
い
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
西
川
　
絵
理

「
あ
い
さ
つ
は
　
元
気
に
な
れ
る
　
大
切
な
も
の
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
山
口
真
悠
美

「
あ
い
さ
つ
で
明
る
く
な
れ
る
人
が
い
る
」

多
賀
中
学
校
2
年
生
　
N
田
　
香
菜

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
め
ざ
し
て
、
啓
発
事
業
・
広
報
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
あ
い
さ
つ
」
を
テ
ー
マ

に
小
学
校
6
年
生
の
児
童
さ
ん
、
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
さ
ん
に

標
語
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
さ
ん

の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
前
月
に
引

き
続
き
、
順
次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
順
不
同
）



新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

受
付
期
限
　
12
月
30
日
（木）

送
付
先
名
義

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部

口
座
番
号
　
0
0
5
3
0
‐
2
‐
2
0
0
0

※
通
信
欄
に「
新
潟
地
震
」
と
明
記
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
■
日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支

部
多
賀
町
分
区
長

12
月
29
日
（水）
か
ら

平
成
17
年
1
月
3
日
（月）
の

年
末
年
始
の
診
療

年
末
年
始
の
救
急
歯
科
診
療

12
月
29
日
（水）

野
田
歯
科
医
院
（
彦
根
市
佐
和
町
）

（電）
2
3
‐
6
2
8
8

同
30
日
（木）

川
尻
歯
科
医
院
（
彦
根
市
京
町
）

（電）
2
4
‐
4
7
0
0

同
31
日
（金）

大
村
歯
科
医
院
（
豊
郷
町
高
野
瀬
）

（電）
3
5
‐
2
1
6
5

平
成
17
年
1
月
1
日
（土）

赤
井
歯
科
医
院
（
彦
根
市
戸
賀
町
）

（電）
2
2
‐
4
9
0
3

同
2
日
（日）

杉
本
歯
科
医
院
（
彦
根
市
蓮
台
寺
町
）

（電）
2
8
‐
2
6
0
4

同
3
日
（月）

北
村
歯
科
医
院
（
彦
根
市
城
町
）

（電）
2
2
‐
0
6
2
2

彦
根
休
日
急
病
診
療
所

所
在
地
■
彦
根
市
平
田
町
6
7
0
番
地
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
内
（電）
2
2
‐
1
1
1
9

診
療
科
目
■
主
に
内
科
、
小
児
科

診
療
時
間
■
10
時
〜
17
時
（
受
付
は
16
時
30

分
ま
で
）

※
諸
事
情
に
よ
り
受
付
終
了
時
間
が
早
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
■
救
急
医
療
情
報
案
内

彦
根
市
・
犬
上
郡
…
彦
根
市
消
防
本
部

（電）
2
3
‐
3
7
9
9

12
月
１
日
か
ら

牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

国
内
で
飼
養
さ
れ
、
12
月
１
日
以
降
に
食

肉
処
理
さ
れ
た
牛
の
精
肉
は
、
店
頭
で
の
販

売
と
「
焼
肉
」「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」「
す
き
焼

き
」「
ス
テ
ー
キ
」
の
専
門
店
に
10
桁
の
個

体
識
別
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
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第
2
回
（
平
成
16
年
度
）

多
賀
町
美
術
展
覧
会
作
品
募
集

会
期
■
平
成
17
年
2
月
5
日
（土）
〜
同
8
日
（火）

9
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

※
2
月
7
日
（月）
は
臨
時
開
館

会
場
■
多
賀
町
中
央
公
民
館

応
募
資
格
■
多
賀
町
在
住
・
在
勤
で
あ
る
こ

と
（
高
校
生
以
上
）

応
募
作
品
お
よ
び
規
格
■
《
第
1
部

絵

画
》
10
号
以
上
30
号
以
内
の
油
彩
画
、

水
彩
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、
版
画
、

そ
の
他
の
絵
画
表
現
で
サ
イ
ズ
を
満

た
し
て
い
る
作
品
《
第
2
部

書
》
画

仙
紙
、
半
切
の
1
／
2
以
上
（
縦
・

横
自
由
）
帖
・
巻
子
も
可
。（
仮
名
・

篆
刻
は
大
き
さ
を
問
わ
な
い
。）
わ
く

張
り
ま
た
は
額
装
・
軸
装
を
含
め
て

1
・
5
㎡
以
内
《
第
3
部
写
真
》
四

切
以
上
全
紙
ま
で
の
カ
ラ
ー
お
よ
び

モ
ノ
ク
ロ
、
組
写
真
は
認
め
る
。
た

だ
し
80
cm
×
1
1
0
cm
以
内
に
ま
と

め
た
も
の
、
デ
ジ
タ
ル
加
工
等
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
出
品
申
し
込
み

書
に
そ
の
旨
明
記
す
る
。

※
各
部
と
も
陳
列
に
十
分
耐
え
得
る
装
飾

保
護
設
備
（
額
縁
、
吊
り
金
具
、
吊
り

紐
、
表
装
等
）
を
施
す
こ
と
。

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限
る

※
ガ
ラ
ス
お
よ
び
ア
ク
リ
ル
を
入
れ
な
い
こ
と

※
規
格
に
合
わ
な
い
も
の
は
受
け
付
け
な
い

出
品
点
数
■
1
人
、
各
部
門
2
点
以
内

出
品
料
■
作
品
1
点
に
つ
き
5
0
0
円

搬
入
日
時
■
平
成
17
年
2
月
1
日
（火）

13
時

〜
20
時
、
同
2
日
（水）
9
時
30
分
〜
12
時

搬
入
場
所
■
多
賀
町
中
央
公
民
館

搬
入
方
法
■
出
品
申
し
込
み
書
に
所
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、「
出
品
票
」
を
作
品

裏
面
に
添
付
し
、
出
品
料
を
添
え
て
搬

入
す
る
こ
と
。

搬
出
日
時
■
平
成
17
年
2
月
8
日
（火）

16

時
30
分
〜
20
時
　
同
9
日
（水）

9
時
30

分
〜
17
時

搬
出
方
法
■
作
品
搬
入
時
に
渡
す
預
か
り
証

と
引
き
換
え
に
作
品
を
返
却
す
る
。
な

お
、
搬
出
期
限
後
の
作
品
の
保
管
に
つ

い
て
は
、
責
任
を
負
わ
な
い
。

鑑
査
お
よ
び
審
査
■
作
品
は
鑑
査
の
う
え
審

査
し
、
各
部
門
と
も
特
選
を
選
考
し
、

表
彰
す
る
。
佳
作
を
若
干
名
選
考
す
る

こ
と
も
あ
る
。

審
査
員
■
《
絵
画
》
小
田
柿
寿
郎
氏
《
書
》

小
林
　
巧
氏
《
写
真
》
寿
福
　
滋
氏

講
評
表
彰
式
■
《
日
時
》
平
成
17
年
2
月
5

日
（土）

13
時
30
分
〜
《
場
所
》
多
賀
町

中
央
公
民
館

そ
の
他

・
鑑
査
、
審
査
お
よ
び
陳
列
に
は
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
出
品
作
品
の
保
管
・
取
り
扱
い
に
際
し

て
十
分
な
注
意
を
い
た
し
ま
す
が
、
紛

失
、
き
損
、
そ
の
他
の
損
害
に
対
し
て

は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。（
保
険
等
の

加
入
は
自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。）

・
出
品
作
品
は
撮
影
、ま
た
は
複
製
さ
れ
、

新
聞
、
町
の
広
報
、
展
覧
会
の
図
録
な

ど
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
■
多
賀
町
教
育
委
員
会
　
社

会
教
育
課
（
多
賀
町
中
央
公
民
館
内
）

㈲
3
‐
3
7
4
0

（電）
4
8
‐
1
8
0
0

（Ｆ）
4
8
‐
2
3
6
3

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
産
業
省
・
滋
賀
県
・
多
賀
町

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
I
S
O（
1
4
0
0
1
）
認
証
申
請
事
業
所
の
た
め
の

申
請
事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
会

対
象
■
55
歳
以
上
68
歳
ま
で
の
方

日
時
■
平
成
17
年
1
月
24
日
（月）
〜
同
28
日

（金）
、
1
月
31
日
（月）
〜
2
月
4
日
（金）
の
10

日
間
　
13
時
〜
16
時
30
分

場
所
■
ラ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
都
賀
山
（
守
山
野
洲

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

定
員
■
30
人
（
超
過
の
と
き
は
抽
選
）

費
用
■
無
料
、
教
材
は
支
給

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
講
習
名

（
I
S
O
）、
住
所
、
名
前
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
平
成
17
年
1
月
7
日
（金）
（
必

着
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
（社）
滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

〒
5
2

0
‐
0
0
5
1
大
津
市
梅
林
一
丁
目
3
‐

1
0

（電）
0
7
7
‐
5
2
5
‐
4
1
2
8

多
賀
中
学
生
吹
奏
楽
講
座
演
奏
会

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

こ
の
日
の
た
め
に
、
練
習
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
■
12
月
25
日
（土）

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

場
所
■
多
賀
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

演
奏
曲
■
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
　
な
ど

入
場
料
■
無
料

問
い
合
わ
せ
先
■
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育

課
（
多
賀
町
中
央
公
民
館
内
）
㈲
3
‐
3

7
4
0
（電）
4
8
‐
1
8
0
0
（Ｆ）
4
8
‐
2

3
6
3

台
風
23
号
な
ら
び
に

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金
の

受
付
に
つ
い
て

台
風
23
号
な
ら
び
に
新
潟
県
中
越
地
震
に

よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

者
救
済
の
た
め
、
全
国
的
に
郵
便
振
替
（
振

り
込
み
手
数
料
免
除
）
に
よ
る
義
援
金
の
受

付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
善
意
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

台
風
23
号
兵
庫
県
被
災
者
義
援
金

受
付
期
限
　
12
月
30
日
（木）

送
付
先
名
義

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

口
座
番
号
　
0
0
9
3
0
‐
0
‐
1
2
0
7

※
通
信
欄
に
「
台
風
23
号
兵
庫
県
被
災
者
義

援
金
」
と
明
記
願
い
ま
す
。
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期間中、交通規制にご注意ください！
■■■歩行者専用

平成16年12月31日～平成16年１月１日…………22:00～17:00 A～D・B～C（区間）
平成17年１月2日～4日 ………… 9:00～17:00 A～D・B～C（区間）

平成17年１月5日、8日～10日…………10:00～15:00 A～E（区間）
■■■一方通行

平成17年１月１日～3日 ………………………………9:00～17:00
■■■駐車禁止（期間中、終日）

多　賀 
保育園● 

キリンビール 
滋賀工場● 

野鳥の森● 

●多賀幼稚園 

●多賀中央公民館 

●多賀交番 

●商工会 

Q多賀中学校 

Q�

多賀小学校 

●観光協会 

名神多賀 サービスエリア 

芹　　川 

犬上川 

●多賀町役場 

久徳 

土田 

多賀 

尼子 

月之木 

中川原 

敏満寺 

G.S

G.S

G.S

G.S

G.S

G.S

名 神 高 速 道 路  

名神彦根 
インターチェンジ 

国道306号 

国道307号 国
道
8
号
 

中
山
道
 

近
江
鉄
道
 

多賀大社 
2

2胡宮神社 

●大門池 

A

B

E

C

D

●多賀大社前駅 
JA● 

● 
繪馬参号館 

初
詣
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

毎
年
お
正
月
に
は
、
大
勢
の
方
が
県
内
外

か
ら
自
家
用
車
で
多
賀
大
社
へ
参
拝
さ
れ
ま

す
。そ

こ
で
、
自
家
用
車
の
渋
滞
に
よ
る
交
通

事
故
な
ど
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
彦
根
警
察
署
で
は
こ
れ
ら
の
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、「
歩
行
者
専
用
」

「
一
方
通
行
」「
駐
車
禁
止
」
な
ど
の
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



健
　
診
　
等
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給与所得の源泉徴収票と給与支払報告書
平成16年中に給与等（給料・賃金など）を支払った支払者は

「給与所得の源泉徴収票」を作成し、平成17年1月31日までに

すべての受給者に交付するとともに、一定金額以上の受給者の

ものは税務署に提出することになっています。

また、「給与所得の源泉徴収票」と同時に複写作成される

「給与支払報告書」は、金額の多少にかかわらず、受給者の

住所地の市町村にすべて提出することになっていますから

ご注意ください。なお、確定申告には給与所得者に交付さ

れます源泉徴収票の添付が必要です。

社会保険料等の領収書は保管されていますか
平成16年分の確定申告を受けられる際には、社会保険料

等の領収書をご持参ください。

国民年金保険料についても、平成14年度から保険料収納

は社会保険事務所に移行されていますので、税務課では把

握が困難です。確定申告がスムーズに進み、皆さまにご迷

惑おかけしないためにも保険料の領収書をご持参ください。

生命保険・損害保険料控除
生命保険料控除、損害保険料控除を受けるためには、対象

となる保険料を支払われた金額の証明書が必要となります。

領収書と間違えないようにしてください。

償却資産の申告は1月31日までに
固定資産の償却資産は、毎年1月1日現在の資産について

申告していただくこととされています。

償却資産とは、土地・家屋以外の事業のように供すること

ができる資産で、その減価償却額が法人税法または、所得税

法の規定による所得の計算上損金または、必要な経費に算入

されるべきものです。

これは、個人・法人を問わず、また法人税・所得税を課さ

れないものが所有する資産についても申告していただくこと

になります。ただし、鉱業権、特許権、営業権、その他の無

形減価償却資産や自動車税または軽自動車税の課税客体であ

る自動車・軽自動車などは除かれます。

このような資産がある場合は、1月31日までに役場税務

課へ申告してください。

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
、将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
万
が
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
生

活
の
支
え
を
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
納
め

忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税

を
算
出
す
る
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
し
て
全
額
の
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。控

除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
平
成
16
年
中

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
合
計
金
額
で

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
書
類
に
は
、
平

成
16
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
合

計
額
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
領

収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
金
の
申
告
の
際
、
領
収
書
を
添

え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
16
年
中

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
が
分
か

ら
な
い
場
合
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
滋
賀
社

会
保
険
事
務
局
（
0
7
7
‐
5
1
0
‐
5
5

0
5
）
が
納
付
済
額
確
認
書
を
交
付
し
ま
す

の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
過
去
に
納
め
忘
れ
た
期
間
や
、
免
除
を

受
け
て
い
た
期
間
の
分
と
し
て
納
め
た
国
民

年
金
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
税
金
の
申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
控
除
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税 知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

税
金
の
申
告
の
際
、
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

平
成
16
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

納
付
済
額
確
認
書
交
付
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

も
う
年
末
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

環
境
生
活
課
か
ら
の
お
し
ら
せ
（有）
2-

2
0
3
1

（電）
4
8-

8
1
1
4

E
-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

12月の町税（納期限 平成17年1月4日） 固定資産税　第3期　国民健康保険税　第8期

■確定申告のご準備を相
　
　
　
　
談

行　　　事　　　名 実　施　日 受 付 時 間 対　　　象　　　者

いきいき相談 1月11日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に思われ
る方ならどなたでもご相談ください。

すこやか相談 1月18日（火） 10:00～11:00

ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、お気軽
にご利用ください。血圧測定、尿検査、体脂肪測定も無
料でできます。

すくすく相談 1月25日（火）
子どもさんの健康、子育てについて等子どもさんに関す
るご相談を受け付けています。

介護相談 随　　　　　　　　　　時 痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方
1歳6カ月児健診 1月 5日（水） 13:00～13:15 H15年6月・7月生まれの幼児
3～4カ月児健診（離乳食教室）

1月11日（火）
13:00～13:15 H16年8月生まれの乳児

9～10カ月児健診 13:15～13:30 H16年2月生まれの乳児
2歳児歯科健診 1月25日（火） 13:00～13:15 H14年12月・H15年1月生まれの幼児

標準的な年齢
三種混合 1月 7日（金） 生後満3カ月～満90カ月

13:30～14:30 追加は、3回目を接種後、1年以上たった児
1月28日（金） ※就学前で未接種の場合や、不明な点がある場合は、福

祉保健課までお問い合わせください。

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳の中を記入して）をご持参ください。
☆1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。なお、1年以内にひきつけを
起こされた方のうち、半年以上経った方は主治医の許可（必ず母子手帳等に記入してもらってください）があれ
ば予防接種を受けることができます。

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎月トレーニング

室で健康セミナーを開催しています。平成17年1月は骨粗しょう症予防教室です。

『骨折ゼロをめざして』をテーマにしています。なお、はじめてトレーニング室を

ご利用していただく方は、初回に利用講習会を受講していただく必要があります。

ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

1月のご案内

［利用対象者］ 18歳以上の方

［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円

［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。

［トレーニング室利用時間］

午前の部 10:00～12:00 午後の部 13:00～20:30

1月にトレーニング室が利用できない日

毎週日曜日、第2・4月曜日（休日が祝日の場合は翌日も）、祝日、年末・年始

〈骨粗しょう症予防教室〉

1月14日（金） 10:30～11:15

22日（土） 13:30～14:15

22日（土） 18:00～18:45

〈利用講習会〉

1月14日（金） 13:30～14:30

22日（土） 14:30～15:30

22日（土） 19:00～20:00

おめでた・おくやみ
10月21日～11月20日 届出分【環境生活課】

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ

保健業務　場所：多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷 （平成17年1月）

生まれました

★久
く

保
ぼ

田
た

凌央
り ょ う

（萱　原） 正　也
綾■

★田
た

中
な か

敦
あ つ

（多　賀） 和　洋
由　希

★清
し

水
み ず

裕
ゆ う

太
た

（土　田） 裕　之
早　苗

★森
もり

田
た

望
み

鈴
れ い

（富之尾） 智　紀
崇　子

おくやみ申しあげます

◆鈴木　よし （多　賀） 78歳

◆小菅　　静 （佐　目） 93歳

◆田中　健一 （多　賀） 66歳

◆井上　千代 （一　円） 81歳

◆ 井　一子 （甲頭倉） 80歳

◆澤田 次郎 （佐　目） 78歳

◆三和　喜市 （多　賀） 87歳

◆安田　 つ （敏満寺） 100歳

結婚しました

Q
L田　敬一

（富之尾）
吉岡奈美子

Q
石田　陽一

（楢　崎）
塚本まゆみ

興 

乳
児
検
診

予
防
接
種

※「予防接種手帳」を
必ずお読みください。


